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ファイナンシャル・ウェルビーイングとは、個人の一般的な幸

福度と、継続的に経済的義務を果たし将来の経済的要求を

満たすための十分な資産を、生涯を通じて保有していること

との相関に基づいた概念です。生命保険の主な目的はファ

イナンシャル・ウェルビーイングの保証ですが、社会経済、人

口動態、健康および技術の変化に加え、長期化する低金利

により貯蓄型生命保険の魅力が世界で低下しており、近年、

従来のビジネスモデルが苦境に立たされています。（図1参
照） このことは、個人のファイナンシャル・ウェルビーイング
が徐々に損なわれていくだけでなく、生命保険業界が将来ど

のように発展していくべきかという課題を提起しています。 

生命保険業界は、お客様の十分な資産形成を助け、健康的

な生活習慣を推進し、また、仕事、余暇、および継続教育の

期間を交互に繰り返すであろう、より長い人生におけるリス

クを適切に管理する事ができるでしょうか。ますます複雑化

するニーズに対応し、経済的および非経済的目標を達成す

るために、お客様自身がより積極的な役割を果たせるよう、

どのように支援できるでしょうか。これらの課題にうまく対処

するには、生命保険会社は従来のビジネスモデルの先を見

て、ファイナンシャル・ウェルビーイングに対してより包括的な

アプローチを取り入れる必要があります。 
ジュネーブ協会のファイナンシャル・ウェルビーイングに関す

る報告書では、リスクと脆弱性(特に退職後の生活)を再形成
している社会経済、人口動態、健康、およびテクノロジー要

因について議論しています。また、保険会社が展開する現在

のファイナンシャル・ウェルビーイング戦略を検証して、生命

保険の役割を拡大する機会を評価しています。広範な文献

調査に加え、アジア、アフリカ、米州、および欧州の保険市場

を代表する大手生命保険会社25社の調査についても報告し
ています。 
 

 
図図1:生生命命保保険険のの普普及及率率(GDPにに占占めめるる保保険険料料割割合合)、、1980～～2020年年 

 
 

出典:スイス再保険会社シグマ・データベースより作成 

研究要旨 
フファァイイナナンンシシャャルル・・ウウェェルルビビーーイインンググ: 
生生命命保保険険改改革革のの鍵鍵ととななるるかか 

アメリカ合衆国 
ブラジル 
フランス 
ドイツ 
イタリア 
スイス 
イギリス 
日本 
中国 
世界全体 

1

 

研究要旨 
フファァイイナナンンシシャャルル・・ウウェェルルビビーーイインンググ: 
生生命命保保険険改改革革のの鍵鍵ととななるるかか 



2 www.genevaassociation.org 

 

 

将将来来ののフファァイイナナンンシシャャルル・・ウウェェルルビビーーイインンググのの 
形形成成要要因因 
退職後の生活の不安が高まっています。先進国では、高
齢化と経済成長の鈍化により、戦後初期に導入されたほ

ぼ普遍的な公的年金制度の持続可能性に懸念が生じて

います。政府は退職給付額を減らし、受給開始年齢を引き

上げることで対応してきました。開発途上国では、大規模

なインフォーマル・セクター（非公式経済部門）の存在によ

り、公的年金制度の対象範囲が限られており、人口の多く

はいまだに高齢者の扶養を拡大家族に依存しています。

しかし、都市化と工業化が進み核家族化が進むにつれて、

非公式な家族支援ネットワークは弱まっています。世界中

の政府が、雇用主と個人の年金を推進するために革新的

なアプローチで対処してきましたが、老後の資産形成と保

険による備えは依然として不十分であり、多くの人は老後

貧困に直面しています。 
人口動態および健康状態の傾向も、医療費を圧迫し、ファ
イナンシャル・ウェルビーイングを脅かしています。現在、

OECD諸国の65歳以上の人口のおよそ60%が、2つ以上
の慢性健康障害を持ちながら生活していると報告されてい

ます。近年、高齢者の障害水準が低下して、より長い労働

生活の促進に貢献しているものの、慢性罹患率は横ばい

または上昇しており、高齢者の健康状態は平均余命の伸

びと連動せず改善していないことがわかります。多くの国

で若年層の慢性疾患の発生率が増加しているという事実

も懸念材料であり、このことは、医療や介護費が家計をさ

らに圧迫し、生産性を低下させ、ライフサイクル全体の資

産形成を減少させる可能性があります。さらに、経済的不

安そのものが心身の健康を悪化させ、悪循環を招いてい

ることは明らかです。 
低金利を特徴とするマクロ経済環境は、将来退職する
人々の生活に必要な年金給付を実現するための、年金基

金や民間保険の能力を弱体化させます。状況をさらに困

難なものにしているのは、最近のインフレ率の上昇であり、

このことは、年金運用者の（さらなる）運用利回りの逆イー

ルドや、将来、インフレ調整後の退職所得水準の低下を招

く可能性があります。現在のマクロ経済環境下で、若年層

が十分な老後資金を貯蓄することが可能であるのかは疑

問です。早期に貯蓄を開始し、より長く働くといった行動の

適応は、目標達成のためにある程度役立つ可能性があり

ますが、労働市場の非公式性の高まりや平均余命の伸び

といった追加要因も、退職所得の見通しに重くのしかかっ

ています。 
デジタル技術は、消費者との交流の重要な手段となってい
ます。これまで生命保険会社の主な対象顧客であったベ

ビーブーム世代とは異なり、ミレニアル世代とZ世代はテク
ノロジーに精通しています。コロナによる不安が生命保険

需要の急増につながったことから、過去2年間で、デジタル
処理能力のある保険会社がこれらの集団ニーズを満たす

ことに最も成功したことを示すデータがあります。例えば、

デジタル処理能力を持ちアルゴリズム主導型の引受を行

う米国の生命保険会社は、2020年以降、販売額が30～
50%増加しています。1しかし、一部の生命保険会社が躍
進している一方で、業界全体としてはデジタル技術の活

用が遅れています。そのことにより、金融、高齢化、およ

び健康に携わる独自のテクノロジー・プラットフォームが

成長市場となりました。エイジテックのベンチャー基金だ

けでも、2011年から10倍以上に拡大し、2020年には10
億米ドルを超えたと推定され、長寿経済を最大限に活用

している業界であることがわかります。2 しかし、このよう

な発展が、ファイナンシャル・ウェルビーイングの向上、カ

スタマー・エンゲージメントの改善、および金融包摂の進

展に実質的な違いをもたらすのか、あるいは、単にマーケ

ティングと販売のための新しいインターフェースを生み出

しているだけなのか、まだ確かなことはわかりません。 

調調査査ののフファァイイナナンンシシャャルル・・ウウェェルルビビーーイインンググへへのの示示唆唆 
本報告書のために実施された調査では、大手生命保険

会社25社(生命保険部門の年間総保険料計は5500億米
ドル超)3に、進化するファイナンシャル・ウェルビーイング
の構想について展望を探りました。特に、以下に着目して

います。 
• 保険会社のファイナンシャル・ウェルビーイングに対す
る解釈と認識 

• ファイナンシャル・ウェルビーイングの概念が実際にど
のように応用されているか 

• ファイナンシャル・ウェルビーイングにおいて、保険会
社の役割強化に伴う機会と課題に関する示唆 

 

 
 

  

1 Kakar 2021. 
2 Etkin 2021. 
3 2021年のライフ・セグメント(医療、生命、年金、傷害、障害保険を含む)の公表データに基づき算出。入手できない場合は2020年データを使用。 
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図図2:フファァイイナナンンシシャャルル・・ウウェェルルビビーーイインンググ: 消消費費者者ニニーーズズ 

 
 
 
出典:ジュネーブ協会2022 
 
この報告書では、文献調査の結果に基づき、ファイナン

シャル・ウェルビーイング(および関連商品)を、退職年金や
リスクに備える保障といった中核的な保険商品に加えて、

金融リテラシー、資産形成、負債、資金管理、および一般

的なウェルビーイングといった消費者ニーズのエコシステ

ムとして解釈しています。調査によると、一部の生命保険

会社は、このすべての分野に対応するために、その役割を

拡大し始めていることが明らかになりました。しかし、大多

数の生命保険会社は、退職後の生活設計、資産形成、お

よび金融リテラシーなど、図2の色の濃い部分から中程度
に濃い部分で示された分野に重点的に取り組んでいます。 

ほとんどの保険会社は、ファイナンシャル・ウェルビーイン

グを包括的に検討すべきだと考えていますが、依然として

老後の資産形成に重点を置いています。これにより、重要

であると認識していることと、解決策として提供していること

に、隔たりが生じていることがわかります。特に、人口動態

の変化がこの構想を推進し、市場を形成しているという点

で意見が一致しています。驚くべきことに、販売額の増加、

マーケティングの改善、および、アクセス向上に関すること

を除き、テクノロジー要因はそれほど重要ではないと見なさ

れています。保険会社と銀行がこの分野で最も積極的な役

割を果たしていると考えられており、政府がそれに続きま

す。特に、独自の（デジタル）プラットフォームは、近年の成

長にもかかわらず、最も活躍していないもののひとつと見

なされています。 

すべての保険会社は、従来のリスクと資産形成の解決策

を超えた、ファイナンシャル・ウェルビーイングを高めるた

めの商品を提供しています。しかし、ほとんどの商品は退

職後の保障を主な目的として設計されており、次に、金融

リテラシーや一般的な資産形成の推進が続きます。 

興味深いことに、より予防的な戦略によってリスク・エクス

ポージャーを制限することは、挙げられた動機として最も少

ない結果となりました。負債への取り組みを含む資金管理

は、保険会社が提供する商品の範囲外であるため、保険

会社は他の金融行動に影響を与えるためにいくつかの段

階的な措置を講じながらも、従来の役割の範囲内で概ね

機能していることがわかります。商品特性は、これらの調

査結果を反映しています。ファイナンシャル・ウェルビーイ

ング・プログラムで若年層を対象としている保険会社はほ

とんどなく、大多数は生産年齢の成人に重点を置いており、

一部の保険会社のみが高齢者を対象としています。 

ほとんどの保険会社は、ファイナンシャル・ウェルビーイン

グ商品が顧客数、保有契約数、および経験値の増加に寄

与していると考えています。エンゲージメントを強化し行動

に影響を与えるために、お客様との接点の増加や質の向

上にむけて、さらに多くのことを実践できる可能性があると

認識しています。消費者の成果に関しては、商品のより良

いカスタマイズを推進し、保険としての役割が低い一般的

貯蓄を目的とした老後の資産形成を見直し、さらに、より望

ましい医療サービスとの統合によって高齢者ニーズを活用

リリススクク管管理理 

生生命命保保険険: 死亡、障害および所得喪失
などリスクに備える保障 

そそのの他他ウウェェルルネネスス対対策策 

Nudgeは、行動心理学を用いて、身
体、精神、経済および社会的健康など

の包括的なウェルビーイングについて、

保険会社と協力して取り組みます。 

退退職職後後のの生生活活設設計計 

PensionBeeは、保険会社や直接消費
者と提携して、年金基金の特定や統合

を行い、投資および年金支払計画を考

案する集約プラットフォームです。 
Pension calculatorは、保険会社を含
む多くの企業が提供するもうひとつの

ツールです。 

リリテテララシシーー 

FutureFIT University by AIGは、ファイナンシャル・リ
テラシーを向上させるオンライン・チュートリアルのWeb
ポータルです。 

資資産産形形成成 

ING Everyday Round Upは、カード
による購入を自動的に設定金額に切

り上げ、その超過分を預金口座に積

立、または住宅ローンの返済に充当

します。 

負負債債カカウウンンセセリリンンググ 

StepChangeは、負債カウンセリング
と負債管理の実践的サポートを提供

する非営利団体です。 

資資金金管管理理 

UpWise by MetLifeは、消費性向の
追跡、金銭感覚の分析、および資産

形成目標を支援し、建設的な経済習

慣の構築に貢献します。 
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することにより、生命保険会社は、ファイナンシャル・ウェル

ビーイングを向上させるのに適していると考えられています。

しかし、生命保険会社は、家計の可処分所得を圧迫して

人々の有意義な資産形成の実現を困難にしていることや、

長期的な貯蓄習慣の浸透を困難にする政治および規制環

境の不安定性などの、重要な課題にも直面しています。 

保保険険会会社社にに対対すするる4つつのの提提言言 
資産形成とリスクに備える保障の決定要因に直接影響を
及ぼす取組みの強化 ファイナンシャル・ウェルビーイング
の概念には、生命保険会社が提供する従来の商品を超

えた消費者ニーズのエコシステムが内在しています。生命

保険会社がより戦略的な位置づけを望むのであれば、政

府、ファイナンシャル・アドバイザー、および資産運用会社

との連携を推進し、金融リテラシー教育、アドバイザリー・

サービス、メンタリングおよび金融インセンティブを通じて、

老後の資産形成やリスクに備える保障の決定要因に直接

影響を及ぼすことを含めて、保険会社の役割を再定義し

なければなりません。そのためには、保険会社が新しい機

能を構築あるいは購入、あるいは、パートナーがそれらを

導入する必要があります。 

若年期における金融リテラシーの向上 金融教育への関
心の欠如により、若者が現在の労働市場の不安定な状況

を乗り切り、退職後の生活に向けた準備ができない結果

となります。また、若いうちに生命保険の役割を知る機会

を逃しています。 
比較的小さな投資で、保険会社は国の教育機関、学校、

地域社会、およびデジタルプラットフォームと提携し、ゲー

ム化、ソーシャルメディアの利用、および口コミや「インフ

ルエンサー」の活用など、より幅広い金融知識を広める革

新的な方法を開発することができます。 

予防措置によるリスク・エクスポージャーの改善 新商品を
開発する主な動機として、リスク・エクスポージャーの制限

を挙げた生命保険会社はほとんどありませんでした。それ

でも、ファイナンシャル・ウェルビーイング、一般的なウェル

ビーイング、およびリスク行動の間には強い関連性があり

ます。これらの行動を変えるには、保険会社が商品の中

核にデータ・サイエンスを組み込み、ニーズを理解するた

めの鍵として、パラダイムを修正、交換から予測、予防へ

と移行させる必要があります。同様に、データ・サイエンス

を利用して健康やウェルネス商品をより適切に統合するこ

とは、大きなメリットがあります。 

長寿経済の活用 生命保険会社が、急成長している長寿
分野に参入する取り組みは、現在あまり見受けられませ

ん。それらの商品が、引退後復職、段階的引退、退職後

の新しい仕事、あるいは家族構成の変化などの退職様式

の変化に対応していることを示唆するものもほとんどあり

ません。中年層が再びスキルを身に付けて、より長い労

働生活を推進するためのシルバー・サバティカル休暇や、

政府が撤退した補助的な健康・介護給付金などを引き継

ぐ形での新しい解決策は、保険会社がシルバー・エコノ

ミーの可能性を開き、高齢化社会との関連性を高めるの

に役立つ可能性があります。 

*** 
 
生命保険業界だけでなく、次世代のファイナンシャル・ウェ

ルビーイングに関しても、多くのことが危機に瀕しています。

保険業界は、今日の急速に変化する人口動態、経済、お

よび社会環境の中で、個人や家族を支援するために不可

欠な役割を担っています。しかし、彼らが目標をより効果

的に達成できるようにするためには、ファイナンシャル・

ウェルビーイングについて幅広く理解し、従来通り老後の

資産形成と万が一の備えの使命を果たしながら、ライフサ

イクル全体にわたって人々のニーズを包括的に満たす新

商品とサービスを提供しなければなりません。保険業界が

この方向に動き始めている明るい兆候も見受けられます

が、まだやるべきことが数多く残っていることも事実です。 
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